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緊
急
處
分
に
依
る
が
，
會
計
法
第
五
條
第
一

1

項
に
從 

ひ
追
加
豫
箅
を
提
出
す可
き

の
み
o S

.

に
臨
時
緊
急
の

第.*¥-

城

八 
•一.* 
，丨,_ _ *

支
出
6
ぅ
、
追
加
豫
算
提
出
の
要
之
有
&

ん
か
、
線
法
：
 

第
，四
十II1

條
に
依
>
臨
時
議
會
を
S
集
す
可
き
は
常
然 

の
事
の
みO

憲
法
の
解
^

上
所
謂
貴
任
支
出
の
.違
法
な
. 

る
こV

J

炳
々
乎
^
し
て
1
點
の
疑
を
挾
^
可
か
ら
ざ
る 

な
-

CNO

S

.
憲
法
S

八
十
九
條
及
び
會
計
浚
第
七
條 

並
吃
第
八
條
の
意
義 

憲
法
第
六
十
九
條
に
日
く
*「

避
く
可
か
ら
ざ
る
m

ll
c
 

の
不
足
を
補
ふ
爲
に
、
又
は
豫
算
の
外
に
生
じ
た
る
必 

喪
の
芻
用
に
充
つ
る
爲
め
に
ノ
豫
備
費
を
設
く
可
し」 

cs
o

是
即
ち
六
十
四
條
第
二
項
の
支
出
に
靡
す
可
き
W
 

源
を
規
定
せ
る
な
h

o
從
つ
て
豫
備
费
は
初
め
ょ
6
支 

出
の
目
的
確
定
せ
る
も
の
に
非
ず
、
全
く
不
時
の
必
要 

に
應
す
る
も
の
な
る
が
故
に
咎
賓
大
ほ
を
し
て
任
意
之 

を
管
理
せ
し
め
ん
か
、
經
費
の
®
費
を
促
す
の
碟
な
き 

に
わ
ら
ず
。
是
れ
即
ち
國
Mi
管
理
潘
た
る
大
藏
大
e
が 

豫
備
費
の
管
理
を
爲
す
所
以
に
し
て
、
大
藏
大
S
は
# 

省
大
臣
の
請
求
に
腿
じ
て
之
を
配
付
す
る
も
の
す
o

;

i
i
k
i
§
§
§
§
w
i
M
§
§
§
M

§
§
$
^
§
.

!
I
. r

會
訐
法
第
七
條
は
豫
備
金
を
分
つ
て
第
一
豫
備
金
及
び 

第
二
豫
備
金VJ

爲
す
こ
ビ
を
規
定
し
、
第

】

豫
備
金
は 

避
く
可
か
ら
ざ
る
豫
赞
の
不
£
を
¥

ふ
可
く
.
又
第
一1 

豫
備
金
は
豫
箅
の
外
に
生
じ
た
る
必
要
の
费
用
に
充
當 

す
可
き
足
め
な
A 

o豫
備
银
は
歲
m

w
目
中
に
加
は
れ 

ど
も
他
の
费
目
^
は
全
く
趣
を
異
に
し
、
之
を
支
出
す 

る
に
方
^
'
て
は
先
、つ

大
藏
大
E
の

所
^
ょ
り
各
省
大
|5 

の
所
管
に
移
し
、
然
る
後
當
該
大
臣
に
於
て
始
め
て
其 

の
用
途
に
支
出
し
得
る
も
の
な
6

0

又
第|

豫
備
金
に 

利
て
は
大
藏
大
K
之
が
支
出
を
承
認
せ
ば
則
ち
可
な
h
 

ビ

f

”
第
一
一
豫
備
金
に
付
て
_は
大
藏
大
踣
の
同
意
を
. 

得
た
ダ
上
觅
に
大
藏
大
：&
ょ
ぅ
上
奏
刺
裁
を
經
た
る
後 

^
非
ざ
れ
ば
之
を
支
出
し
得
ざ
る
も
の
す
o
JT
-
く
の
如 

く
支
、出
上
の
手
續
を
ニ
様
に
し
れ
る
は
？

一
 

は
經
薇
定 

额
に
不
见
を
生
じ
れ
る
に
過
ぎ
'ざ
る
も
、

一

ゆ
豫
«.
^
 

の
支
壯
に
し
て
"
實
質
ょ
h
言
は>

-

未
だ
_
會
の
協
賛 

を
經
ざ
る
所
.の
も
の
な
れ
ば
也
o
又
會
钟
法
第
八
條
は 

.

「

像
備
金
を
以
て
支
辨
し
れ
る
も
の
は
年
度
經
過
後
帝

谘

八

滟(

八
六
三)

•
雜

'錄財政上の緊龜處分

國
議
會
R
.
提
出
し
®

承
諾
を
求
む
る
を
嬰
す
；
S

規
足 

せ
ぅ
。
是
れ
_
會
が
國
家
の
财
政
に
付
て
啟
督
權
を
袓 

す
る
論
理
的
必
然
の
結
*

の
み
o

然
ら
ば
刖
ち
^
會
が 

豫
め
支
出
の
限
度
を
衹
認
し
れ
る
も
の
に
付
て
も
猶
經 

\

费
支
出
後
議
會
の
承
諾
を
求
む
べ
し
ビ
規
足
せ
る
會
計 

\

法
の
精
神
ょ
6

推
す
も
"
議
會
の
事
後
承
諾
さ
へ
得
れ 

\

ば
財
政
の
許
す
限
ぅ
如
何
な
る
R

額
の
支
出
を
も
爲
し 

\ 

.得
べ
し
^

解
す
^'
.こ
^

の
不
法
な
る
は
、
荷
く
も
常
識 

|

を
具
ふ
る
者
の
容
易
に
酋
货
し
得
る
所
な
ら
ず
や
0 

一
 

四

"

憲

法

第

七

十

條

の

意

義
 

\

憲
法
第
七
十
倐
は
財
政
上
の
緊
急
處
分
を
規
定
し
れ
_ 

I

る
も
の
な
6

0

即
ち
时
條
に
は「

公
共
の
安
全
を
保
持 

I

す
る
爲
緊
急
の
，需
.用
?>
る

場

合

に

於

て

內

外

の

俯

形

に 

ノ
 

.因
-OS、

政
府
は
帝
國
.睛
會
を
；P

集
す
る
•こ
ど
能
は
ざ
る 

ど
き
は
泐
分
に
依
6

财
政
上
必
要
の
處
分
を
爲
す
y J

ビ 

を
得」

ビ
規
定
せ
6

0

學
漭
或
は
之
を
策
八
條
の
^

^
 

勅
命
マ」

區
別
し
、
第
八
條
の
緊
急
勅
令
は
法
规
を
定
む
，
 

る
も
の
に
し

て

_

會

に
 

'て
不
谈
諾W

な
う
た
る
時
は
將

猶
七
琥

八

—

c
f
p
x
f
w

II
I



笫
八
餘

(
八六四；
雜

錄

W.
S
上の

I

處分

來
に
其
效
力
を
失
ふ
も
の
な
々
^

*
も
*
第
七
十
條
の 

规
定
す
る

所
は
處
分
命
令
な
る
が
故
に
議
會
の
不
承
諾 

の
爲
め
何
等
の
影
響
を
受
け
す
"
從
つ
て
第
八
條
の
緊 

.

,

急
勅
令
に
對
し
て
は
m

#
は
將
來
に
效
カ
を
有
せ
し
む 

.
る
の
.必
耍
や
否
や
を
考
察
し
て
其
の
諾
否
を
決
す

I 

.

.可
き
も
の
な
る
も
.
.緊
急
^

政
處
分
令
に
#

し

。
て

は

議
.
ー' 

.
會
は
典
の
公
布
の
當
時
に
11
及
し
て
之
を
發
す
る
の
必I 

耍
ゎ
6

た
る
や
不：：

や
を
見
て
淇
の
諾
否
を
決
す
可
き
もI 

0

な
&
 J 

V
J

言
ひ
、
又
第
八
條
に
は
跟
に「
帝
國
議
會
一 

::

間
會
の
®

合
に
於
て」

ど
ゎ
る
に
反
し
ノ
^

セ

十

條

に
I 

: 

'

は

r

內
外
の
情
形
に
因
り
政
府
は
钳
國
.
1會
を
«
集
す
ー 

る
こ
ど
能
は
ざ
る
^

き」

ビ
あ
る
を
論
據
マ

」

し
て
、
第
一 

>

八
條
の
勅
令
は
_
會
を
袼
集
し
捋
る
暇
之
洧
る
時
に
於
ー 

て

も

之

を

狻

し

得

る

も

の

；̂

^

」

ど

解

す

る

も

の

わ

办 

何
れ
も
常
を
得
す
9

議
會
は
第
八
條
の
勅
令
に
付
て
も 

,
亦
公
布
の
當
時
之
を
燬
す
る
の
、必
恶
6

6
し
や
否
や
を 

も
併
せ
審
議
す
る
こ.

V
J

を
得
べ
く

-,
又
斯
く
す
る
が
當 

然
な
&
9

如
何
ビ
な
れ
ば
議
會
は
緊
急
勅
令
に
關
す
る

第
七
挑 

八
四

1

般
の
舉
項
を
®
議
す
る
の
權
限
を
宥
す
れ
ば
な 

喺
議
會
不
承
諾
の
場
合
に
於
て
將
來
其
の
無
效
な
る
q
 

ど
を
公
布
す
る
の
耍?>
る
の
み
0

第
七
十
條
の
場
合
に 

於
て
、
議
會
が
緊
急
財
政
處
分
令
を
發
す
る
の
必
.嬰
わ 

6

し
や
否
や
を
審
_

し
得
る
は
明

4々
!
1々

一
點
の
疑
心 

る
可
か
ら
-t'
o

又
第
八
條
の
場
合
に
於
て
も
靖
會
召
鵡 

の
暇
6

ら
.ざ
る
こ
ぐ」

.を
嬰
す
0

恐
し
夫
れ
議
會̂

集
の 

餘
裕
わ
ら
ん
か̂

事
後
承
諾
の
如
き
變
體
の
手
續
を
採- 

る 
の
耍
之
な
け
れ
ば
な 
6

0
 第
七
十
條
の
坳
合
に
於
て 

®
會
石
集
の
暇
わ
ら
ざ
る
こ
ど
を
嬰
す
る
は
憲
法
の
明 

文
炳V

J

し
て
明
か
な
A

O
緊
急
財
政
處
分
令
の
公
布
に 

付
て
は
憲
法
上
嚴
密
な
る
制
限
泡
ぅ
。
然
る
に
豫
備
金 

を
支
出
し
盡
し
た
る
時
は
如
何
に
茛
額
の
經
赀
を
も
览
- 

に
議
會
の
舉
後
承
諾
を
條
件
ど
し
て
國Mi
剩
餘
金
中
ょ 

6

自
甶
に
支
出
す
る
を
得
可
し
ビ
は
餘6

に
鄭
斷
的
解
' 

釋
な
ら
ず
や
®

其
の
言
や
、
大
膽
ビ
言
は
ん
ょ&
は
寧
- 

ろ
其
人
の
無
智
を
表
明
す
る
も
の
ビ
謂
ふ
可
き
の
み
。

E
、
會
計
浚
第
^
條
第
糾
環
の
量
義

會
計
法
第
五
條
第
ニ
項
に
！！1く
、「

必
要
缺
く
可
か
ら
議
會
R
於
て
追
加
豫
算
を
濫
出
し
、
前
年
度
の
豫
算
ぐ 

ざ
る
經
费
及
び
法
律
又
は
契
約
に
基
き
經
费
に
不
足
を
不
成
立

V
J

な
6
た
る
豫
算
ど
を
相
比
し
て
其
の
不
足
す 

:

生
じ
た
る
®

分
の
外
迫
加
豫
箅
を
提
出
す
る
こV

J

を
得
る
所
を
自
由
に
補
塡
す
る
こ
、

/J

を
得
ん
か
"
名
は
前
年 

す」
V
J
0

仍
て
第1.

豫
備
金
及
び
第
二
豫
備
金
を
以
て
度
豫
箅
の
踏
製
な
る
も
、
實
は
不
成
立
ど
な

$
た
る
豫
：
 

支
辨
し
得
べ
き
性
質
の
も
の
、
並
法
律
契
約
に
基
き
經
一
篱
を
施
打
す
る
ビ
栩
同
じ
。
斯
の
如
き
は
前
年
度
豫
笕
' 

. 

‘

#

に
不
足
を
生
じ
た
る
時
は
迪
加
豫
箅
を
議
會
に
提
出
|

施
行
の
本
則
を
沒
却
す
る
も
の
な
る
の
み
な
ら
ず
、
政

!■ : 

, 

* 

: 

" 

.

.

.

..
-
. 

.

.

. 

ゾ
 

,

し
て
其
の
協
賛
を
求
む
る
こ
^

を
得
る
な
6

0

豫
箅
編I

府
を
し
て
斯
か
る
便
法
に
依
赖
す
る
こ
？
を
得
せ
し
め 

, 

:
成
杜
機
な
る
ょ
6

し
て
频
々
追
加
激
算
の
提
出
を
耍
す
ー
ん
か
ヽ
政
府
は
好
ん
で
議
會
を
解
散
す
る
に
绝
る
な
ら 

;

る
が
如
き
は
阆
ょ
$

深
く
戒
し
め
ざ
る
可
か
ら
す
>
し
離
ー
ん
ど
の
恐

^

抱
く
も
の
ぁ
办
0

然
れ
ど
も
«
#
は
適
法 

も
、
然
ら
ざ
る
限
り
政
府
は
徒
ら
-
に
議
會
の
不
同
意
をI

に
し
て
必
要
な
る
經
费
は
進
ん
で
之
を
協
*

す
可
く
、

V

S

念
し
て
剩
餘
金
支
出
の
惯
用
印
段
に
依
賴
す
る
こ
S

之
ビ
反
對
に
不
適
法
且
つ
不
必
製
な
る
經
戮
に
付
て
は
.

一

!

:,
;
な
く
、
正
々
^

々
追
加
豫
算
を
提
出
し
て
謎
會
の
協
賛j

單
R

解
散
を
恐
れ
て
之
を
^

認
す
る
が
如
き
こ
S

ぁ
る 

 ̂

V

 

,

を
求
む
可
き
な
6

0
左
は
去
A

乍
ら
玆
に
問
題
ど
相
成
可
か

&

す
。
斯
の
如
き
は
議
負
が1

時

1

身
の
安
金
を
..

「

 

,

る
可
き〗

つ
の
»

合
ぁ
6

。
切
ち
議
# .

か豫赞を否決處

6

て

隊

家7(
年

の

大»

を

，誤

ま

る

も

の

マ

し

評

せ

ざ

る 

” 

.
し
た
る
.爲
め
議
會
の
解
散
ビ
な
々"：

政
府
は
前
年
度
の
を
得
ざ
れ
ば
也

o

苟
く
も
#

計
法
第
五
條
第
二
項
の
必
.

で
 

豫
箅
を
踏
製
U

た
る
®

合
に
於
て
"

政
府
が
解
散
後
の
耍
缺
く
可
か
ら
ざ
る
經
费
及
び
法
律
契
約
に

®

き
て
生

.

r
'
:
. 

■ 

.

' 
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站

八
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雜錄財政上の緊急處分
 

せ
る
經
t

の
不
足
之
.
^ら
ん
力
是
に
付
て

^

ヵ
豫
!;

を
提
出
し
"
以
て
識
會
の
協
赞
を
求
む
る
は
ゾ
最
も
立 

溢
的
の
措
骰
ビ
謂
ふ
可
き
な&
?

六
ヽ
會
計
法
第U
十
條
の
齎
義 

食
訃
法
第
ニ
十
倐
は
歲
«|
剩
餘
金
の
處
分
を
规
定
せ\ 

6,0 

W
ち
典
の
規
定
に
.！

n

く T

各
年
度
に
於
て
歲
tl
に
一 

刺
餘
わ
る
時
は
其
翌
年
度
の
歲
入
に
線
入
る
ベ
し」

ど
0 | 

非
の
意
義
は
明
瞭
な
\

,歲
出
に
不
喪
の
部
分
を
生
ず
一 

る
か
、
文
は
歲
入
に
豫
箅
以
上
の
咐
收
之
对
る
時
は
之
一
 

を
移
し
て
翌
年
度
の
歲
入
に
®
入
る 

>
の
意
な
h

o
而

I 

し
て
一
年
度
の
歲
fi
*
に
剩
餘
6

6
や
赉
や
は
該
年
度
の| 

出
納
を
紹
了
す
る
に
非
ざ
れ
ば
之
を
知
る
を
得
ず
、
從

\ 

つ
て
得
年
度
の
剩
餘
金
は
常
に
翌
牟
度
の
臨
|}
#
歲
入
ビ 

し
て
现
は
る
可
き
な
h

o
我
が
國
財
政
の
實
際
を
見
るI 

に
莫
大
の
剩
餘
金
を
生
ず
る
ft
、
殆
ん
ど
例
年
の
例
に 

し
て
"

是
れ
政
庥
が
#
種
の
歲
入
を
出
來
得
る
限
り
藤

第
七
號 

八
六

少
に
見
猜
同
時
に
各
純
の
歲
出
を
出
來
得
る
限
シ 

多
®

に
見
續
る
の
結
果
な
る
.こ
ど
固
ょ
^
'
否
定
す
可
か 

ら
ざ
る
も
、
菩
人
の
大
に
非
雛
せ
ん
^
す
る
は
此
の
鋭 

に
非
す
し
て
、
剡
餘
金
を
以
て
請
會
の
事
前
盤
®
を
免 

る
、
唯1

の
方
便
ミ
看
做
し
來
れ
る
政
府
從
來
の
方
針 

R
在
つ
て
#
す
0
而
し
て
此
の
事
將
來
も
功
0
し
て
叙 

.
_庇
を
保
す
可
か
ら
す
。
論
考
或
は
云
は
ん
、「

帝
國
斑
法
. 

は
剩
餘
金
に
付
て
何
等
の
規
定
を
設
け
す
、
故
に
國
煺 

_

汆
金
を
如
何
に
處
分
す
る
も
、憲
法
®
反
に
わ
ら
ず」

. 

ビ
o
然
れ
ど
も
斯
办
如
き
は
憲
法
附
鴻
法
れ
る
會
割
料 

第
一
一
十
條
の
規
定
を
無
視
し
れ
る
も
の
な
ら
す
や
？

論
溝
.又
言
は
ん/「

吾
人
マ」

雖
も
曾
計
法
第

一一
十
條
の
規
. 

，.定
を
敢
て
無
視
す
る
^

6
ら
す
、
然
れ
ど
も
會
計
法
は 

同
ど
是
れ
憲
法
附
M

の
法
の
み
、
憲
法
の
规
M*
に
侬
つ 

て
會
.ft
法
の
精
舯
を
推
す
は
可
な
會
計
法
の
規
定

に
依
つ
て
虚
法
の
精
神
を
推
す
が
如
き
は
冠
腐
を
颇
倒

.

.

. 

-

• 

, 

f 

.

.

. 

-
-
-
. 

,

す
る
.こ 
>

」

.の
甚
し
き
も
の
^

わ
ら
^

や」

.
ビ
0

然
-

£： s
>
j

 

雖
も
論
潴
の
茜
は
誤
ま
れ
h
:v
如
何V

J

な
れ
ば
會
訐
法 

の
规
定
は
會
訐
に
關
す
る
憲
法
の
规
定
を
K

允
し
た
る 

も
の
に
外
な
ら
申
’
從
つ
て
會
計
法
の
规
定
を
以
て
憲 

法
の
精
神
解
釋
の
へ
肋
ど
爲
す
は
極
め
て
至
常
の
事
な
，
_ 

れ
ば
也
o

'
パ：

七
、
結

論
：

V
 

:

若
夬
れ
法
律
論
を
_
れ
て
政
治
論
.に
入
ら
ん
炉
？
議 

會
は
苟
く
も
國
家
の
生
存
上
必
要
.な

ク

ヾ

」

認
ひ
る
經
赀 

は
進
ん
で
之
を
協
®
す
可
く
，
之
ビ
同
時
に
無
州
の
經
. 

t
.は
一
餞
J

M

の
微

しヾ.雖
も
斷
々
乎
ど
し
て
之
を
峻
拒 

す
可
き
な
然
る
に
政
治
の
實
隙
に
於
て
は
必
要
な 

る
經
费
を
政
、#
の
具
に
供
す
る
こ
ビ
之
有
る
ど
同
時

 ̂

比
較
的
不
用
な
る

經
费
を
ば
他
の
.

|

層
有
用
な
る

夂
㈤ 

を
镧
牲
に
供
し
て
協
賛
す
る
こ
V

J

6

A

O
又
政
府
は
必 

要
な
る
經
費
を
^

出
す
る
に
方
々
て
も
猶
且
つ
_

tr

の
，

访

八

骀
C
A六
七)

0

繳
財
政
上
の
緊
急
處
分

不
同
意
を
恐
れ
て
卑
怯
な
る
振
舞
を
爲
す
こ
ビ
わ
-

C
S
O

 

政
府
議
會
共
に
自
重
し
て
愼
し
む
所
な
き
が
故
に
事
茲 

に
到
る
も
の
な
れ
ど
も
、
法
律
上
ょ
々
す
れ
ば
疋
部
©
 

直
孰
れ
に
住
6

や
は
一
目
瞭
然
た
h

o

C
U
.

歲
人
豫
算
の
外
に
歲
出
に
允
つ
る
财
源
な
か 

る
可
き
■を
®

算
の
本
義V

J

す
。

.
0
1
)

歲
出
豫
箅
の
外
に
：歲
出
6
ら
ざ
る
こ
ビ
を
豫 

算
の
本
義
ご
す
。

3

1)

必

架
避
く
^
か
ら
ざ
る
豫
算
の
不
足
を
韻
ひ 

又
は
豫
算
の
外
に
生
じ
れ
る
必
要
の
經
戥
を
文 

、

出
す
る
爲
め
に
豫
め
豫
備
费
を
設
く
。

(

四)

第

一豫
備
金
に
依
つ
て
必
要
避
く
可
か
ら
ざ 

る
豫
算
の
不
足
を
補
ふ
◦

(

五)

第
二
豫
備
金
に
依
つ
て
豫
算
外
に
生
じ
れ
る 

必
喪
の
經
費
を
支
出
す
。

(

六>

 

必
要
•避
く

可
か
&
ざ
る
經
费
及
び

法
律
又
は

第

七

號

.八
七
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八
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契
約
に
®
き
經
找
に
不
足
を
往
じ
れ
る
場
合
は 

追

加

豫

箅

を

提

出

す

る

こ

ビ

を

得

:
°

、

{
七
}

公
共
の
安
全
を
保
持
す
る
爲
め
緊
詠
の
需
用 

之
有
る
場
合
に
於
て
內
外
の
情
形
.に
因
ぅ
、
政 

府
は
帝
國
输
會
を
^
集
す
る
こ
ビ
能
は
ざ
る
時 

は
刺
令
に
依
.

政
上
必
婴
の
處
分
を
爲
す
こ

(

八)

M

桢
以
上
の
歲
入
有

i

、
蒞

く
.は
其

の
以
下 

.

の
歲
出
に
止
ま
る
時
に
於
て
往
ず
る
剩
餘
金
は 

翌
年
度
の
嵗
入
に
繰
入
る
可
し
o 

以
上
の
結
論
は
：患
法
及
び
翁
計
法
の
解
釋
に
依
A

て 

當
然
到
速
す
可
き
論
理
的
成
娘
の
み
。
-吾
人
は
今
日
以 

後
责
仕
支
出
の
陣
じ
て
打
は
れ
ざ
る
べ
き
を
切S

K

し
て 

已
ま
ざ
る
な
i
 

(

完)

访
七
诚 

八
八

和
蘭
勞
働
者
運
動

ot
l
r完)

^

矢

知

昇

T
 

第

羅

\

前
章
に
於
い
て
：既
に
和
關
勞
働
潢
述
動
の
槪
耍
を
略 

|

述
せ
^
N
o吾
人
は
见
に
進
み
て
典
運
動
中
に
於
い
て
草 

|

絕
せ
る
地
步
を
占
む
る
有
カ
な
る
ニ
個
の
勞
働
*
の
湖 

\ 
'體
に
就
き
て
論
述
せ
ん
。
典
一
の
剛
體
は
金
剛
石
勞
働 

一

藉(
D
i
a
m
o
n
t
a
r
b
e
i
t
e
r
)

に
し
て
完
做
せ
る
組
織
を
 ̂

し
：血
か
も
其
整
然
れ
る
，組
織
は
自
ら
他
の
刚
體
ょ
ぅ
與 

「
り
た
る
地
位
を
與
ふ
な
6

0
亦
此
釩
合
は
産
業
殷
碰
な 

„

る

郤市
に
於
い
て
の
み
發
逡
せ
し
炉
ば
紕
合
の
熾
な
る 

'

都
市
は
亦
等
し
く
工
業
の
振
へ
る
鄰
市
な
推
知
す 

る
を
得

べ
しo

他
の
尙〗

の
圃
體
は
坶
頭
勞
働
者 

(Hafenarbeiter)
の
湖
瞪
に
し
て
.

「

ダ
ィ
r

モ
ン
V

L

#
 

«
者
に
對
し
て
執
拗
な
る
反
抗
：

度
を
持
せ

h
G
r
; 

1
デ
ル
ラ
ン
ド

」
(
D
i
e
’ N

i
e
d
e
r
l
a
n
d)、

「

ス
テ
1

ソ
ル

•フ*

ラ
I

ツj(stapeipiatz)

及「

ト
ラ
ン

V

ッ
ト
ラ
ン
ド
一 

{
T
r
a
n
s
i
t
o
p
n
d〕

等
の
諸
地
方
に
於
い
て
は「

口
ッ
-グ 

ル
タ
ム
L
及
，ァ
ム
ス

ブ
ル
タ
ム」

諸
®

の
外
に
幾
多
の 

小
潘
を
柄
せ
6

0
而
し
て
是
等
の
小
禅
は
皆
い
づ
れ
も 

多
少
の
不
精
«
勞
働
者
の
集
中
を
ii
ざ
る

所
は
な

く

、 

又
時
ど
し
て
多
數
の
不
犄
練
勞
働
^
の
集
中
を
風
る
所 

ゎ
6
°
如
此
不
糨
練
勞
働
潘
多
く
し
て
精
練
勞
_
者
少 

き
は
坶
頭
事
業
常
然
の
結
架
れ
提
等
の
小
港
に
於
，
 

い
て
は
^
頭
事
業
の
無
秩
序
ょ
A
生
す
る
报
寄
は
玄
ふ 

.
k
足
ら
ざ
る
f

'°
を
は
勞
働
を
見
出
す> jyj

比
較
的 

容
易
な
る
、
S
J、
亦
他
の
副
業
的
の
企
業
あ
る
が
故
に
埠 

羅
業
の
無
秩
序
ょ
i
生
す
る
弊
窖
を
補
.ひ
て
勞
働
猥 

相
を
^

^
な
ら
し
む
る
が
故
な
り
o
.か
の「

へ
ル
デ
ダ」

 

(
H
e
i
d
e
r
)

の
^
業
、「

デ

^
フ
チ
-

—

ジ
ル」

(Deifziji) 

及T

ホ
ー
ラV

ド」

の「

ホ
ー
ク」

f
H
o
e
k

 

v
a
n

 

H
o
i
-

 

i
a
n
d
)

併

にr

へ
レ
ホ
ー
ッ
ル
ィ
ス」

及
び「

、ノ
1
リ

ン
ゲ
ン j

 

(
H
d
l
e
v
o
e
t
s
l
u
i
s

 

u
n
d

 

H
a
r
l
i
n
g
e
n
)

の
農
業 

の
如
き
等
は
其
著
し
き
も
の
な
合
0
>「

フ
9

シ
ン
ゲ
ン」

辦

八

潘

(

八
六
九)

雜

錄

和

蘭

^
^
潜
述
勋

(
V
H
S
S
i
n
g
e
n

,,に
於

い

て

は

今
：：：

以

上

に

勞

働

を

®

得

す 

る
寧
^
揚
な
ら
ざ
る
も「

テ
ル
ヌ
ー
チ
ェ
ン」

に
於
て
は
外
國
跳
海
及
沿
岸
航
海
等
に
ょ6

て
勞
働
猻 

得
は
比
較
的
料
易
な6

0

此
處
re

穸
少
注
目
に
©
す
る 

一；
所
は
彼
の
材
木
貿
爲
潘
ビ
し
て
有
名
な
る•
 

Z
a
a
n
d
a
m

 

\

及

v
e
l
s
s

 

f

o

诩
漉
に
於
い
.て
は
埠
.
5事
業
は
整 

\

然
た
る
秧
序
を
哲
し
前
述
の
諸
漭
ど
大
い
に
趣
を
掇
に 

\
.

せ
h

o
さ
れ
ば
埠
M

事
*
の
现
狀
は
勞
働
者
を
害
す
る 

ダ >」

ど
少
し
く
云
ふ
べ
し
り
和
購
の
い
づ
れ
の
褪
に
於
い 

\

て
は
疾
.病
補
給
基
金
を
射
す
る
勞
働
湖
體
を
見
る
こ 

\

能
は
ざ
る
の
狀
璐
な6

0
彼

の「

ロ

ッ

タ

ル

ダ

ム

」
「

ァ 

I'.

ム
ス
タ
ル
ダ
ム
*
等
の
大
都
市
に
於
い
て
も
埠
踉
斟
業 

一.は
無
秩
序
、
無

整

頓

な

さ

れ

ば

其

企

業

の

形

成

ょ 

,

6
生
ず
る
惡
影
響
も
少
か
ら
ざ
る
な
-

然
れ
と
も
是 

等
の
諸
®

は
：漸

次「

リ
バ

ブ
1
,
,」「

、ノ

ン
ブ
ル
ヒ
S

マ 

ル
セ
ー
ユ
し
等
諸
«
に
倣
ひ
て
坶
踉
事
業
は
秧
序
の
塽 

に
達
せ
ん
マ

」

努

カ

し

つ

、
ゎ

り
0

ダ

ィ

ァ:r
V
V 
勞

働
^
B
i
e

biamantarbeiter)

浓
七
城 

八
九


